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人　口／／ 3,545 人
　男　／／ 1,633 人
　女　／／ 1,912 人
世帯数／／ 1,776 戸

平成25年2月28日現在

奈半利町ホームページ　http://www.town.nahari.kochi.jp/

　 町内駅伝競走大会開催
　 町のニュース
　 議会だより　Vol.130
　 国民年金のお知らせ
　 ヘルスメイト ほか　



第34回奈半利町内駅伝競走大会開催第34回奈半利町内駅伝競走大会開催第34回奈半利町内駅伝競走大会開催第34回奈半利町内駅伝競走大会開催第34回奈半利町内駅伝競走大会開催

　

平
成
25
年
2
月
3
日
（
日
）、
第
34

回
奈
半
利
町
内
駅
伝
競
走
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。当
日
は
心
配
さ
れ
て

い
た
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
近
年
で
は

最
多
の
総
勢
24
チ
ー
ム
（
一
般
18
チ

ー
ム
、
小
学
生
6
チ
ー
ム
）の
参
加
者

が
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
参
加
チ
ー
ム
で
は
、
2
連

覇
の
か
か
っ
た
奈
半
利
中
学
校
野
球

部
卓
球
部
連
合
を
筆
頭
に
、
そ
れ
を

阻
止
し
よ
う
と
す
る
「
中
芸
消
防

署
」、「
チ
ー
ム
59
」な
ど
の
熱
い
闘
い

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
般
競
走
の
部
で
は
「
中
芸
消
防

署
Ａ
」
が
序
盤
か
ら
リ
ー
ド
を
奪
い
、

２
位
と
２
分
５４
秒
の
差
を
つ
け
て
総

合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。同
じ
く

一
般
の
ピ
ッ
タ
リ
部
門
に
お
い
て
は

「
に
く
ま
ん
」
が
、
申
告
タ
イ
ム
と
の

誤
差
わ
ず
か
４
秒
で
ゴ
ー
ル
し
、
優

勝
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
競
走
の
部
で
は
、
昨
年
度

優
勝
の「
少
年
野
球
」と
、
今
回
初
出

場
の
「
田
野
イ
ー
グ
ル
ス
」と
の
接
戦

の
末
、「
田
野
イ
ー
グ
ル
ス
」
が
見
事

総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。同
じ

く
ピ
ッ
タ
リ
の
部
で
は
奈
半
利
陸
上

ク
ラ
ブ
が
大
活
躍
を
し
、
表
彰
台
を

独
占
し
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ま
た
、大
会
運
営
者
、
交
通
指
導
員

な
ら
び
に
交
通
安
全
協
会
、
交
通
安

全
母
の
会
、
消
防
団
の
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
、
け
が
人
や
事
故
が
な
く
、

無
事
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

※
来
年
度
の
大
会
は
平
成
26
年
2
月

2
日（
日
）に
実
施
予
定
で
す
。

　

結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

●一般競争の部
　優　勝　中芸消防署Ａ
　２　位　チーム 59
　３　位　中芸消防署Ｂ
　区間賞
　　１区　有澤　康彦　中芸消防署Ａ
　　２区　細川　凱良　高知マリーサポート
　　３区　西内南海男　にくまん
　　４区　岩崎　孝紀　中芸消防署Ａ
　　５区　中山　昌之　中芸消防署Ａ
　　６区　中山　泰士　チーム 59

●一般ピッタリの部
　優　勝　にくまん
　２　位　奈半利町役場
　３　位　村田秀翠園陸上部
　区間賞
　　１区　南　　隆則　にくまん
　　２区　大津　龍渡　奈半利中陸上部Ａ
　　３区　平瀬　大祐　村田秀翠園陸上部
　　４区　西山　龍　　少年野球父兄会
　　　　　中島　治男　奈半利青壮年部
　　５区　蔦川　和博　高知マリーサポート
　　６区　安岡沙理奈　奈半利中陸上部Ｂ

●小学生競走の部
　優　勝　田野イーグルス
　２　位　少年野球
　３　位　奈半利陸上クラブＤ
　区間賞
　　１区　三好　生輝　少年野球
　　２区　谷口　青大　少年野球
　　３区　佐竹　雄斗　田野イーグルス
　　４区　有沢　樹　　田野イーグルス
　　５区　大西　啓斗　少年野球
　　６区　西山　颯　　田野イーグルス
　

●小学生ピッタリの部
　優　勝　奈半利陸上クラブＢ
　２　位　奈半利陸上クラブＡ
　区間賞
　　１区　長谷山琉惟　奈半利陸上クラブＡ
　　２区　三浦　梨子　奈半利陸上クラブＡ
　　３区　山田　雅央　少年野球
　　４区　岩本　龍樹　少年野球
　　５区　門田　明弓　奈半利陸上クラブＢ
　　　　　竹﨑　満風　奈半利陸上クラブＤ
　　６区　桃田　萌　　奈半利陸上クラブＢ
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

第
３１
回
東
部
美
術
展
・

　

第
２６
回
ふ
る
さ
と
名
勝
写
真
展
開
催
！

　

な
は
り
き
れ
い
な
町
を
つ
く
ろ
う
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
動
報
告
に
つ
い
て

　

２
月
１
日（
金
）〜
２
月
４
日（
月
）

の
４
日
間
、
奈
半
利
町
立
町
民
会
館

に
お
い
て
、
第
３１
回
東
部
美
術
展
並

び
に
第
２６
回
ふ
る
さ
と
名
勝
写
真
展

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
会
は
、
安
芸
郡
市
文
化

協
会
が
主
催
で
行
っ
て
お
り
、
各
市

町
村
順
番
に
会
場
を
替
え
、
今
年
度

町
民
会
館
で
開
催
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　

２
月
１
日（
金
）に
は
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
も
行
わ
れ
、
出
展

数
計
１
４
４
点
、
入
場
者
２
５
７
人

と
た
い
へ
ん
賑
や
か
に
展
示
会
を
無

事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
は
り
き
れ
い
な
町
を
つ
く
ろ
う

会
で
は
、
平
成
２４
年
度
よ
り
新
た
な

体
制
に
移
行
し
、
活
動
を
継
続
し
て

い
ま
す
。
２
月
１７
日（
日
）に
は
、
農

地
・
水
保
全
管
理
活
動
と
し
て
、

農
道
・
水
路
法
面
の
草
刈
り
作
業

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
妙
見
ノ
西
〜
中
里
に
お
け

る
、
ほ
場
整
備
区
域
内
の
農
道
・

用
水
路
の
法
面
を
中
心
に
草
刈
り
作

業
を
実
施
し
、
２５
人
以
上
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
お
か
げ
で
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

今
後
も
な
は
り
き
れ
い
な
町
を
つ

く
ろ
う
会
が
、
地
域
に
即
し
た
効
果

的
な
活
動
に
な
る
よ
う
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

▶
農
道
・
水
路
草
刈
り
作
業

▶
集
合
写
真
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「親子で本を
楽しむ日」

「親子で本を
楽しむ日」

「親子で本を
楽しむ日」

生涯学習推進大
会開催

生涯学習推進大
会開催

第30回中芸地
区子ども駅伝競

走大会開催

第30回中芸地
区子ども駅伝競

走大会開催

高知高校野球部ＯＢ
・安芸郡内スポーツ

少年団野球交流会開
催

高知高校野球部ＯＢ
・安芸郡内スポーツ

少年団野球交流会開
催

高知高校野球部ＯＢ
・安芸郡内スポーツ

少年団野球交流会開
催ン ト

　

１
月
２０
日（
日
）に
高
知
高
校
野
球

部
の
中
村
部
長
を
は
じ
め
、現
役
を

退
い
た
東
部
地
区
の
３
年
生
８
人
を

迎
え
て
、奈
半
利
、田
野
、安
田
、馬

路
、芸
西
等
、安
芸
郡
内
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
と
野
球
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、晴
天
に
も
恵
ま
れ
、奈
半

利
出
身
者
の
伊
藤
正
君
を
は
じ
め
、

昔
少
年
野
球
で
活
躍
し
て
い
た
東
部

地
区
出
身
の
高
校
生
が
、ひ
と
回
り

も
ふ
た
回
り
も
大
き
く
た
く
ま
し
く

な
っ
た
姿
を
、小
学
生
に
実
感
し
て
も

ら
い
た
い
た
め
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
は
、小
学
生
、高
校
生
と
も
緊

張
し
た
面
持
ち
で
練
習
を
し
て
い
ま

し
た
が
、高
校
生
は
地
元
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、す
ぐ
に
小
学
生
と
打
ち

解
け
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

年
々
野
球
を
す
る
子
ど
も
た
ち
が

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、野
球
を
始
め
た
い

と
思
う
子
ど
も
た
ち
、
み
ん
な
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
で
野
球
を
し
ま
せ
ん

か
？

　

い
つ
で
も
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

２
月
１１
日
（
月
）、
町
民
会
館
図
書

室
に
て
読
書
イ
ベ
ン
ト
「
親
子
で
本
を

楽
し
む
日
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
み
な
が
ら
読
書
に
親
し
む
学
習
を
行

い
、
読
書
活
動
へ
の
関
心
を
深
め
、
読

書
を
通
じ
て
親
子
で
語
り
合
う
機
会
を

設
け
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
る
こ
と
、
ま
た
昨
年
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
図
書
室
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
高
知
県

教
育
委
員
会
と
共
同
で
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
土
佐
民
話
の
会
主
宰
・
文

学
館
語
り
と
紙
芝
居
の
会
代
表
の
市

原
麟
一
郎
さ
ん
、
高
知
市
こ
ど
も
劇

場
・
お
は
な
し
お
届
け
隊
の
皆
様
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
、
土
佐
民
話
紙
芝

居
や
昔
話
、
音
楽
に
の
せ
て
の
季
節
に

合
わ
せ
た
お
話
や
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
を
使
っ
た
お
話
な
ど
を
し
て
い

た
だ
き
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
皆
が

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
本
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
今
後
少
し

で
も
多
く
の
人
が
読
書
と
ふ
れ
あ
い
が

で
き
る
よ
う
、
ま
た
町
民
会
館
図
書

室
を
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
期
待
を
し
て
い
ま
す
。
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「親子で本を
楽しむ日」

「親子で本を
楽しむ日」

生涯学習推進大
会開催

生涯学習推進大
会開催

生涯学習推進大
会開催

第30回中芸地
区子ども駅伝競

走大会開催

第30回中芸地
区子ども駅伝競

走大会開催

第30回中芸地
区子ども駅伝競

走大会開催

高知高校野球部ＯＢ
・安芸郡内スポーツ

少年団野球交流会開
催

高知高校野球部ＯＢ
・安芸郡内スポーツ

少年団野球交流会開
催イ ベ

　

２
月
１７
日
（
日
）、
田
野
町
に
て

第
３０
回
中
芸
地
区
子
ど
も
駅
伝
競

走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中

芸
地
区
の
小
学
生
２１
チ
ー
ム
、
総

勢
１
０
５
人
で
行
わ
れ
た
大
会
に

は
奈
半
利
町
か
ら
も
男
子
、
女
子
、

合
わ
せ
て
５
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

男
子
の
チ
ー
ム
記
録
は
、Ａ
チ
ー

ム
が
６
位
、Ｂ
チ
ー
ム
が
８
位
、Ｃ

チ
ー
ム
が
１２
位
に
入
賞
、
女
子
の

チ
ー
ム
記
録
は
、Ａ
チ
ー
ム
が
５

位
、Ｂ
チ
ー
ム
が
６
位
に
入
賞
と
い

う
結
果
で
し
た
。

　

少
年
野
球
や
少
年
陸
上
の
部

員
、
ま
た
運
動
部
に
入
っ
て
い
な

い
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
な
り「
奈

半
利
町
の
代
表
と
し
て
好
成
績
を

残
す
」
と
い
う
同
じ
目
標
を
持
っ

て
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
大

会
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち
の
心
に

は
、
走
り
終
え
た
達
成
感
や
、
思

い
通
り
の
走
り
が
で
き
な
か
っ
た

悔
し
い
思
い
が
芽
生
え
、
そ
の
気

持
ち
が
表
情
に
表
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
思
い
を
良
い
経
験
に
し
て
、

来
年
の
大
会
や
中
学
校
で
の
活
躍

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
２３
日
（
土
）
１３
時
３０
分
か

ら
町
民
会
館
で
、
第
１６
回
生
涯
学

習
推
進
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
生
涯
学
習
推
進
大
会
で

は
、
加
領
郷
小
学
校
の
落
語
や
合

奏
、
奈
半
利
小
学
校
の
合
唱
や
合

奏
、
幼
稚
園
の
太
鼓
、
中
学
校
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
発
表
、
こ

の
推
進
大
会
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
な

は
り
合
唱
隊
の
発
表
な
ど
、
大
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
世
代
間
の
絆
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
発
表
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
当
日
の
昼
食
で
は
、
奈
半

利
町
婦
人
会
の
方
々
が
出
演
者
の

た
め
に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
、

み
ん
な
で
お
い
し
い
カ
レ
ー
を
食

べ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
を
き
っ
か
け
に
、

「
明
る
く
楽
し
く
元
気
な
奈
半
利

町
」
を
目
指
し
、「
生
涯
」「
学
習
」

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
ご
協
力
し

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
な
は
り
合
唱
隊
が
こ
の

発
表
会
を
機
に
、
継
続
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

練
習
は
、
毎
月
第
２
水
曜
日
に

町
民
会
館
で
行
い
ま
す
の
で
、コ
ー

ラ
ス
を
始
め
た
い
と
い
う
方
は
、

気
軽
に
奈
半
利
町
教
育
委
員
会

（
☎
３８
ー
８
１
８
８
）
和
田
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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土佐くろしお鉄道イベント2013
ごめん・なはり線沿線ぶらぶらウオーキング　上期
　のんびり歩いてごめん・なはり線沿線にある見所や、新しい発見ができるガイドツアー・ワクワク
する施設見学が楽しめるウオーキングイベント！地元の食材をふんだんに使った昼食もお楽しみを！
参加費：各 2,000 円　募集人員：各 50人
　※当日受付で集めます（昼食代・保険料を含む、観覧するコースは観覧料も含む）
お楽しみ特典： ①通算 10回以上参加していただいた方には、すてきな記念品をプレゼント。
　　　　　　　②ごめん・なはり線利用者は参加費 100 円引き！当日スタッフに声をかけてください。

長宗我部元親の詣でた夜須大宮八幡宮と
月見山こどもの森お花見ウオーク

【開催日】平成25年3月30日（土）
【申込締切】平成25年3月22日（金）
【集合場所】ごめん・なはり線夜須駅
【解散場所】ごめん・なはり線香我美駅
【総歩距離】約10．1㌔

　　　長宗我部元親の信仰が厚かったと言われる夜須大
宮八幡宮を訪れます。昼食は、月見山こどもの森
でお花見、食後は散策しながら木々の名前を当て
ていく『グリーンアドベンチャー』を楽しみます！８
万球、１３０種類以上のチューリップで魅了するか
がみ花フェスタ会場へ立ち寄ります。

マイナスイオンいっぱいの土佐森林浴の森
東山森林公園ウオーク

【開催日】平成25年4月6日（土）
【申込締切】平成25年3月29日（金）
【集合場所】ごめん・なはり線伊尾木駅
【解散場所】ごめん・なはり線安芸駅
【総歩距離】約9．2㌔

　　　伊尾木洞や伊尾木八幡宮を見学後、土佐の森林浴
の森と言われる『東山森林公園』へ向かい、マイナスイ
オンを感じながら昼食をいただきます。食後は花卉溢れ
る『メリーガーデン』へ立ち寄り説明付きで見学します。

安芸氏の支城　新城城跡と安芸地酒めぐり
ウオーク

【開催日】平成25年4月20日（土）
【申込締切】平成25年4月12日（金）
【集合場所】ごめん・なはり線安芸駅
【集合場所】ごめん・なはり線赤野駅
【総歩距離】約11㌔

　　　伝統と技から作り出される安芸地酒の名店、菊水酒
造へ立ち寄り、老舗岡松製パン店を見学後、安芸
氏の支城『新城城跡』をガイドの説明付きで見学し
ます。また、県無形民俗文化財の赤野獅子舞で有
名な大元神社を訪れ、その後有光酒造場の酒蔵を
説明付きで見学します。

地域の自慢の味が揃う安田町と
自然いっぱい大野台地で新ジャガ収穫体験

【開催日】平成25年5月11日（土）
【申込締切】平成25年5月2日（木）
【集合場所】ごめん・なはり線安田駅
【解散場所】ごめん・なはり線田野駅
【総歩距離】約7．8㌔

　　　地元の味はもちろん、高知県東部の果物を使った
創作スイーツがおいしい『安田と夢ファクトリー「キラ
ラ」』へ立ち寄ります。田野町指定文化財の『大野
城址』を見学後、大野台地で、大野倶楽部さんによ
る手作り料理をいただきます。食後は台地で育った
新ジャガ収穫体験を行います！

陸上自衛隊高知駐屯地施設と国の
天然記念物天神の大杉見学ウオーク

【開催日】平成25年6月1日（土）
【申込締切】平成25年5月24日（金）
【集合場所】ごめん・なはり線夜須駅
【解散場所】ごめん・なはり線あかおか駅
【総歩距離】約11．7㌔

　　　高知県の防衛警備及び災害派遣等に従事してい
る『陸上自衛隊高知駐屯地』を訪問し普段なかなか
見ることのできない施設内を説明付きで見学しま
す。その後、天満宮境内にある樹齢約850年の巨
木『天神の大杉』を説明付きで見学します。

第3弾　サイクルプラストレイン

【開催日】平成25年5月18日（土）
【申込締切】平成25年5月10日（金）
【集合場所】後免駅発9：10頃　のいち駅9：20頃
　　　　　安芸駅　9：50頃　唐浜駅着10：03頃
【自転車走行距離】約45㌔
【参加費】後免町駅・のいち駅発着 3,000円
　　　　安芸駅発着 2,500円

　　　ごめん・なはり線の列車に自転車をそのまま積み込んで
旅をする『サイクルプラストレイン』を行います。太平洋
の雄大な景色を眺めながら、レンガを敷き詰めた遊歩
道『ふるさと海岸』をサイクリング、重要伝統的建造物
郡保存地区の選定を受けた室戸市吉良川町を訪れ
ます。吉良川の家庭料理が味わえる『べっぴんさんの
家』で昼食後、商業のまちとして栄えた吉良川町を知り
尽くした地元のガイドさんの説明付きで見学します。車
窓から見える景色と、自転車の旅を満喫してみませんか。

【帰りの時間】唐浜駅発15：50頃→安芸駅16：00頃→
　　　　　  のいち駅16：28頃→後免町駅16：35頃

主催：土佐くろしお鉄道株式会社　問い合わせ・申込先：℡0887－34－8805

見所 見所

見所

見所

見所

見所
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〇
高
知
県
版
第
２
弾
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
よ
る
震
度
分
布
・

津
波
浸
水
予
測
の
公
表

　
　

月　

日
、
高
知
県
版
第
２
弾
南

１２

１０

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
震
度
分

布
・
津
波
浸
水
予
測
が
公
表
さ
れ
た
。

こ
の
想
定
は
、
本
年
５
月　

日
に
高

１０

知
県
が
公
表
し
た
第
１
弾
の
推
計
結

果
で
用
い
た　

ｍ
メ
ッ
シ
ュ
を
さ
ら

５０

に
微
細
な
地
形
変
化
を
反
映
し
た　
１０

ｍ
メ
ッ
シ
ュ
に
変
更
し
て
推
計
し
て

お
り
、
よ
り
詳
細
な
デ
ー
タ
が
公
表

さ
れ
た
。

　

本
町
で
は
、
最
大
ク
ラ
ス
の
南
海

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
震
度
７
の

激
震
と
な
り
、
津
波
に
よ
る
浸
水
深

は
、
役
場
周
辺
で
は
約
５
ｍ
ま
で
浸

水
す
る
予
測
で
あ
り
、
足
を
取
ら
れ

て
動
け
な
く
な
る
高
さ
の
津
波
（
浸

水
深　

㎝
）
の
到
達
時
刻
は
、
国
道

３０

よ
り
南
エ
リ
ア
で
は
５
～　

分
、
国

４０

道
よ
り
北
エ
リ
ア
は　

～　

分
と

４０

６０

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
最
大
ク
ラ
ス
の
南
海
地
震
が

発
生
し
た
場
合
、
家
屋
の
倒
壊
や
津

波
に
よ
る
浸
水
に
よ
り
甚
大
な
被
害

を
及
ぼ
す
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
第
２
段
の
予
測
を
受
け
、
昨

年
度
作
成
し
た
津
波
避
難
計
画
を
早

急
に
見
直
す
と
と
も
に
、
住
民
の
生

命
及
び
身
体
の
安
全
を
確
保
す
る
対

策
と
し
て
、
住
宅
耐
震
化
事
業
の
促

進
、
津
波
か
ら
い
ち
早
く
避
難
す
る

た
め
の
避
難
路
・
津
波
避
難
タ
ワ
ー

等
避
難
場
所
の
整
備
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
く
。
な
お
、
避
難
訓
練
や

研
修
会
・
広
報
等
を
活
用
し
た
防
災

教
育
及
び
自
主
防
災
組
織
の
拡
充
も

行
い
、
防
災
・
減
災
対
策
を
緊
急
に

進
め
る
。　

〇
な
は
り
健
康
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
２

　
　

月　

日
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

１０

２８

の
協
力
に
よ
り
、
日
頃
の
運
動
不
足

の
解
消
と
健
康
管
理
を
目
的
と
し

て
、「
な
は
り
健
康
ウ
オ
ー
ク
２
０

１
２
」を
開
催
し
た
。
参
加
者
全
員
で

約
１
時
間
近
く
ふ
る
さ
と
海
岸
を
楽

し
く
歩
き
、
町
民
が
自
分
の
健
康
に

つ
い
て
考
え
る
有
意
義
な
一
日
と

な
っ
た
。

〇
先
進
企
業
と
の
協
働
の
森

づ
く
り
事
業

　

高
知
県
が
進
め
る
「
環
境
先
進
企

業
と
の
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
」
で

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
・
高
知

県
・
奈
半
利
町
郷
分
生
産
森
林
組
合
・

VOL.130
▲加領郷小学校児童の議場見学

●平成２４年　第４回定例会（１２月）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

　１２月定例会は、１２月１８日に開会し、町長からの行政報告の後、選挙２件、条例・規則

案件４件、予算案件５件、意見書１件を原案どおり可決し、１９日に閉会した。

　一般質問は７人が登壇し、震災・防災対策、ふるさと納税、職員の意識改革、財政

問題などについて執行者の考えをただした。
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奈
半
利
町
の
４
者
は
、
平
成　

年
度

２３

に
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
定
を
更
新
し
、

協
働
で
奈
半
利
町
の
約
２
０
７　

の
ｈａ

森
林
保
全
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
そ
の
活
動
の
一
環
と
し

て
、　

月　

日
に
「
Ｊ
Ｔ
の
森　

奈

１１

１７

半
利
」
２
０
１
２
秋
森
林
保
全
活
動

が
行
わ
れ
た
。

　

Ｊ
Ｔ
の
四
国
四
県
の
支
店
か
ら
社

員
と
そ
の
家
族
の
約　

人
の
参
加
が

７０

あ
り
、
Ｊ
Ｔ
と
地
元
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、
丸
太
切
り
競
争
や
米
ケ
岡
米
で

作
っ
た
お
に
ぎ
り
や
豚
汁
・
ア
ユ
の

塩
焼
き
で
の
昼
食
、
森
林
環
境
学
習

（
奈
半
利
川
ア
ユ
の
産
卵
場
づ
く

り
）や
地
元
特
産
品
販
売
・
木
工
体
験

（
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
）
な
ど
を
行
っ

た
。

〇
第
４
回
な
は
り
ま
る
ご
と
フ
ェ
ア

　
　

月　

日
、「
第
４
回
な
は
り
ま

１１

１８

る
ご
と
フ
ェ
ア
」
を
高
知
市
サ
ニ
ー

マ
ー
ト
中
万
々
店
に
て
開
催
し
た
。

　

当
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
元
の
海
の

幸
、
山
の
幸
を
町
外
で
販
売
す
る
こ

と
で
、
町
や
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
、
町

へ
の
集
客
力
の
向
上
や
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
６
団

体
が
参
加
し
た
。

　

イ
チ
ジ
ク
を
使
用
し
た
加
工
品
や

「
ス
ル
メ
イ
カ
の
船
上
天
日
干
し
」

な
ど
、
町
の
特
産
品
を
多
く
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
が
で
き
、
地
域
は
も
と
よ

り
、
住
民
団
体
の
活
性
化
と
な
り
、

新
た
な
特
産
品
の
開
発
へ
の
き
っ
か

け
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
こ
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
を
各
地
で
開
催
し
、

町
の
知
名
度
の
ア
ッ
プ
や
地
場
産
業

の
振
興
を
図
り
、
地
域
が
活
性
化
さ

れ
る
よ
う
行
政
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〇
そ
の
他

　

奈
半
利
会
・
町
営
工
事
・
消
防
・
介

護
保
険
・
火
葬
場
・
保
健
福
祉
・
広
域

観
光
・
全
国
健
康
福
祉
祭
等
の
行
政

報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

平
成　

年
度
奈
半
利
町
教
育
委
員

２３

会
の
自
己
点
検
・
評
価
の
総
合
評
価

は
、
次
の
と
お
り
。

　

学
校
教
育
で
は
、
道
徳
心
の
涵
養

と
体
力
の
向
上
と
と
も
に
、
基
礎
学

力
の
定
着
と
学
力
の
向
上
に
向
け

て
、
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
と
到

達
度
把
握
検
査
を
行
い
、
課
題
分
析

の
結
果
、
授
業
改
善
と
家
庭
学
習
の

習
慣
づ
け
が
必
要
で
あ
り
、
授
業
改

善
に
は
、
校
内
研
、
授
業
研
の
充
実

を
図
り
、
家
庭
学
習
の
習
慣
づ
け
に

は
、
起
床
時
刻
、
家
庭
学
習
開
始
時

刻
、
就
寝
時
刻
の
「
３
固
定
」
を
実

行
し
て
も
ら
う
よ
う
、
保
護
者
に
働

き
か
け
た
。
中
芸
地
区
教
育
研
究
会

で
の
研
修
な
ど
、
教
師
の
指
導
力
向

上
に
努
め
た
。

　

い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐
待
対

策
で
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
活
用
事
業
を
取
り
入
れ
、
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
で
各
関
係

機
関
と
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、

心
の
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
と
し
て

の
、
三
者
会
、
米
ケ
岡
体
験
学
習
、

通
学
合
宿
等
で
生
き
る
力
づ
く
り
が

で
き
て
い
る
。
青
少
年
育
成
町
民
会

議
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
、

な
は
り
ポ
リ
ス
、
中
芸
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー
、
交
通
安
全
指
導
員
と
の
連

携
で
安
全
安
心
な
町
づ
く
り
に
取
り

組
め
て
い
る
。
認
定
こ
ど
も
園
で
は

子
育
て
支
援
を
拡
充
し
て
い
る
。

　

社
会
教
育
で
は
、
学
童
保
育
の
利

用
者
増
や
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
支

援
員
に
よ
る
町
民
会
館
や
学
校
図
書

室
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
広
が
り
等
読

書
環
境
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
。

ま
た
、
社
会
科
副
読
本
を
編
纂
し
、

地
域
学
習
の
向
上
を
図
り
、
特
に
町

民
会
館
図
書
室
は
、
町
民
会
館
の
耐

震
工
事
に
合
わ
せ
て
全
面
改
修
と
な

り
、
広
く
明
る
い
図
書
室
と
し
て
今

後
の
読
書
活
動
推
進
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
く
も
の
と
な
っ
た
。

　

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
は
３
年

目
と
な
り
、
地
域
住
民
が
学
校
を
支

援
す
る
体
制
が
充
実
し
つ
つ
あ
る
。

森
林
鉄
道
の
重
要
文
化
財
、
登
録
有

形
文
化
財
を
利
用
し
た
民
間
活
力
の

導
入
や
、
基
本
的
生
活
習
慣
の
改

善
、
家
庭
教
育
の
充
実
に
努
め
る
こ

と
に
よ
り
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。 

◆
補
正
予
算

　

本
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
補
正
予

算
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
国

民
健
康
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医

療
、
簡
易
水
道
事
業
、
漁
業
集
落
排

水
事
業
の
４
会
計
で
、
審
議
の
結
果

す
べ
て
可
決
さ
れ
た
。

▲高知市の量販店で開催された「なはりまるごとフェア」

教
育
行
政
報
告

教
育
行
政
報
告

教
育
行
政
報
告

教
育
行
政
報
告

教
育
行
政
報
告

教
育
行
政
報
告

教
育
行
政
報
告

　補正予算の概要　　　　　　　

採決結果補正後の額補正額補正会　計　別

賛成者全員２８億８，５６２万円６，３７０万円追加５号一 般 会 計

賛成者全員６億０，３２３万円５２７万円追加３号国民健康保険事業特

別

会

計

賛成者全員５，６７４万円　３６８万円追加２号後期高齢者医療

賛成者全員1億２，３５４万円６千円追加２号簡 易 水 道 事 業

賛成者全員１，２４０万円１千円追加２号漁業集落排水事業
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◆
選　

挙

　
〇
奈
半
利
町
選
挙
管
理
委
員
及
び
補

充
員
の
選
挙

　

選
挙
管
理
委
員
の
任
期
が　

月　
１２

２４

日
で
満
了
と
な
る
た
め
、
選
挙
管
理

委
員
（
４
人
）
と
補
充
員
（
４
人
）

の
選
挙
が
行
わ
れ
た
。

　

選
挙
の
方
法
は
議
長
の
指
名
推
薦

で
全
員
が
当
選
。
新
し
い
選
挙
管
理

委
員
と
補
充
員
は
、
次
の
と
お
り
。

　

選
挙
管
理
委
員

氏
名　

吉
岡　

光
正

住
所　

奈
半
利
町
乙
１
６
３
６
番
地
１

生
年
月
日　

昭
和　

年
１
月　

日

１６

２７

氏
名　

宮
﨑　

恒
吉

住
所　

奈
半
利
町
乙
１
３
５
９
番
地
３

生
年
月
日　

昭
和　

年
９
月　

日

１１

１６

氏
名　

武
知　

隆

住
所　

奈
半
利
町
乙
１
６
６
１
番
地
１

生
年
月
日　

昭
和　

年
２
月　

日

１９

２８

氏
名　

安
岡　

初
惠

住
所　

奈
半
利
町
乙
１
３
６
０
番
地
４

生
年
月
日　

昭
和　

年
５
月　

日

１５

１６

　

補
充
員

　

選
挙
管
理
委
員
に
欠
員
が
生
じ
た

場
合
に
、
選
挙
管
理
委
員
長
は
、
補

充
員
の
中
か
ら
こ
れ
を
補
欠
し
、
補

充
員
が
新
た
に
選
挙
管
理
委
員
と
な

る
。
こ
の
た
め
補
充
員
に
は
順
位
が

定
め
ら
れ
る
。

第
１
順
位　

田
中　

郁
夫

 

乙
３
４
４
２
番
地
１

第
２
順
位　

太
田　

達
也

 

乙
１
８
９
８
番
地
１

第
３
順
位　

門
田　

透

 

乙
３
９
８
８
番
地

第
４
順
位　

竹
﨑　

み
き

 

乙
３
１
５
番
地

◆
条
例
・
規
則

○
奈
半
利
町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

こ
の
条
例
は
、
地
域
主
権
改
革
一

括
法
施
行
に
伴
う
公
営
住
宅
法
の
改

正
に
よ
り
、
公
営
住
宅
法
に
基
づ
き

政
令
で
定
め
ら
れ
て
い
た
入
居
要
件

の
う
ち
収
入
基
準
を
事
業
主
体
の
条

例
で
定
め
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

　
 

　

問　

公
営
住
宅
法
施
行
令
で
は
裁
量

階
層
の
収
入
基
準
は
上
限　

万
９
、

２５

０
０
０
円
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
る

が
、
当
町
で
は　

万
４
、
０
０
０
円

２１

ま
で
と
し
た
理
由
は
。

答　

今
回
の
改
正
に
よ
り
裁
量
階
層

の
収
入
基
準
は
条
例
で
定
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。
地
域
の
実
情
等
を
考
慮

し
て
従
来
ど
お
り
の
収
入
基
準
と
し

た
。

○
奈
半
利
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
本
部
条
例

　

こ
の
条
例
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
が
平
成　
２４

年
５
月　

日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

１１

伴
い
、
奈
半
利
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
本
部
を
設
置
す
る
た
め

に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
奈
半
利
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

　

こ
の
規
則
は
、
従
来
は
委
員
会
に

認
め
ら
れ
て
い
た
「
公
聴
会
の
開
催
」

　

質　

疑　
　

と
「
参
考
人
の
招
致
」
が
、
本
会
議

に
お
い
て
も
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
、
「
公
聴
会
」
と
「
参
考
人
」

に
関
す
る
規
定
を
会
議
規
則
に
追
加

す
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
奈
半
利
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
の
条
例
は
、
従
来
は
地
方
自
治

法
に
定
め
ら
れ
て
い
た
「
委
員
の
選

任
」
に
関
す
る
規
定
が
条
例
に
委
任

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
「
委

員
の
選
任
」
に
関
す
る
規
定
を
委
員

会
条
例
に
追
加
す
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

◆
意
見
書

○
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実
現
の

た
め
の
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
を

求
め
る
意
見
書

提
出
者　

竹
内　

哲
夫　

議
員

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

吉岡　光正 氏

安岡　初惠 氏 武知　隆 氏 宮﨑　恒吉 氏
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委
員
会
の
所
管
す
る
総
務
課
、
住

民
福
祉
課
、
教
育
委
員
会
か
ら
調
査

事
件
の
経
過
・
状
況
等
の
説
明
及
び

報
告
を
受
け
協
議
を
行
い
、
２
号
津

　

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　
　

（　

月　

日
）

１２

１０

波
避
難
タ
ワ
ー
を
現
地
視
察
し
た
。

○
調
査
事
件
及
び
概
要

（
１
）
防
災
対
策
の
状
況
に
つ
い
て

　

住
宅
耐
震
化
事
業
及
び
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
安
全
対
策
事
業
の
実
施
状

況
、
高
知
県
版
第
２
弾
震
度
分
布
・

津
波
浸
水
予
測
の
公
表
内
容
、
２
号

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
設
備
内
容
、
平

成　

年
度
防
災
関
連
事
業
発
注
状
況

２４
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

高
知
県
版
第
２
弾
震
度
分
布
・
津

波
浸
水
予
測
の
公
表
に
よ
る
と
、
当

町
で
の
震
度
予
測
は
震
度
７
。
地
震

継
続
時
間
は　

～
３
分
。
津
波
浸
水

２．５

予
想
区
域
は
５
月
公
表
分
よ
り
は
狭

く
な
っ
て
い
る
。

　

津
波
到
達
時
間
は
、
役
場
付
近
で

約　

分
で　

～　

ｍ
の
浸
水
と
な

２０

０．３

０．４

り
、　

～　

分
で
４
ｍ
の
浸
水
と
な

４０

５０

る
。
津
波
高
は
８
ｍ
で
地
盤
高
が
４

ｍ
だ
か
ら
４
ｍ
の
浸
水
と
な
る
。
奈

半
利
川
で
は
鮎
ノ
瀬
公
園
上
流
付
近

ま
で
津
波
が
遡
上
す
る
。

（
２
）
平
成　

年
度
奈
半
利
町
教
育

２３

員
会
の
自
己
点
検
・
評
価
報
告
に
つ

い
て

　

自
己
点
検
・
評
価
報
告
書
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
た
。

 　

委
員
会
の
所
管
す
る
地
域
振
興
課

か
ら
調
査
事
件
の
経
過
・
状
況
等
の

　

地
域
振
興
常
任
委
員
会

　
　

（　

月　

日
）

１２

１０

説
明
及
び
報
告
を
受
け
協
議
を
行
っ

た
。

○
調
査
事
件
及
び
概
要

（
１
）
平
成　

年
度
各
工
事
の
発
注

２４

状
況
に
つ
い
て

　

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定
委

託
業
務
、
町
道
大
原
・
西
ノ
平
線
改

良
工
事
、
町
道
須
川
・
久
礼
岩
線
改

良
工
事
等
の
委
託
及
び
工
事
内
容
、

進
捗
状
況
等
の
調
査
を
行
っ
た
。

（
２
）
緊
急
雇
用
事
業
に
つ
い
て

　

平
成　

年
～　

年
度
の
実
績
は
、

２１

２３

事
業
費
で
約
９
、
１
５
０
万
円
、
雇

用
人
数
は
延
べ　

人
で
あ
っ
た
。
本

９６

年
度
の
見
込
み
は
、
事
業
費
約
４
、

８
０
０
万
円
、
雇
用
人
数
は
延
べ　
２７

人
。

▲２号津波避難タワーの現地視察

▲緊急雇用事業（公園の草刈り作業）
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問　

役
場
職
員
は
、
多
い
収
入
、
有
給

休
暇
の
多
さ
、
リ
ス
ト
ラ
が
な
い
、
退

職
金
が
あ
る
な
ど
「
う
ら
や
ま
し
い
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
そ
の
よ
う
な
声
が
出
る
ほ
ど
町
民

の
日
々
の
生
活
が
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
る
と
い
う
こ
と
の
裏
返
し
の
声
だ
と

思
う
。

　

国
民
の
多
く
は
将
来
が
見
通
せ
ず
不

安
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
。
同
様
に

奈
半
利
町
で
も
、
過
疎
化
・
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、
地
元
で
働
き
た
く
て
も

仕
事
が
な
い
若
者
は
町
外
に
流
出
し
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
カ

ラ
ー
舗
装
さ
れ
た
商
店
街
は
「
シ
ャ
ッ

タ
ー
通
り
」
と
な
り
、
町
全
体
に
活
気

が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
現
状
の
中
で
も
、
町
民
は
そ
れ
ぞ
れ

の
努
力
で
必
死
に
生
活
し
て
い
る
が
、

こ
の
ま
ま
の
状
態
で
は
、
奈
半
利
町
の

未
来
は
先
細
り
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
、
福
祉
の
向

上
、
子
育
て
支
援
や
南
海
地
震
対
策
な

ど
重
要
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
ま

た
財
政
難
や
定
員
が
削
減
さ
れ
る
一
方

で
、
住
民
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
や
事
務
量
は
増
加
す

る
中
、
職
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
に

お
い
て
責
任
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い
る

と
は
思
う
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決

し
、
住
み
や
す
く
元
気
な
町
に
す
る
に

は
、
や
は
り
奈
半
利
町
の
優
良
企
業
で

あ
る
役
場
、
そ
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
町

長
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
職
員
一
人
ひ

と
り
の
や
る
気
と
頑
張
り
に
か
か
っ
て

い
る
と
考
え
る
。

　

役
場
も
団
塊
の
世
代
が
退
職
し
、
来

年
度
は
数
人
の
職
員
の
採
用
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
若
い
職

員
の
や
る
気
を
伸
ば
し
育
成
す
る
こ
と

は
、
将
来
の
奈
半
利
町
の
財
産
と
な

る
。

　

各
自
治
体
の
能
力
が
問
わ
れ
る
時
代

と
な
っ
た
。
職
員
は
、
た
だ
与
え
ら
れ

た
仕
事
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
改
善
で
き
る
か
、
ど
の
よ

う
に
対
処
す
れ
ば
よ
り
良
い
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
で
き
る
か
な
ど
の
問
題
意
識
を

常
に
持
ち
、
何
か
問
題
が
見
つ
か
れ
ば

す
ぐ
行
動
が
起
こ
せ
る
よ
う
に
、
各
職

員
の
意
識
改
革
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　

久
川
総
務
課
長

　

今
日
、
地
方
公
務
員
に
対
す
る
社
会

の
評
価
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。

　

地
方
公
務
員
は
、
地
方
自
治
体
の
能

率
的
運
営
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
地
方
公
務
員
は
、
非
市

場
性
を
特
色
と
し
た
行
政
の
枠
の
中

で
、
い
わ
ば
「
独
自
の
世
界
」
を
形
成

し
て
き
て
お
り
、
そ
こ
で
は
外
部
と
の

競
争
は
少
な
く
、
公
務
員
同
士
に
お
い

て
も
競
争
よ
り
は
む
し
ろ
秩
序
が
重
ん

じ
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
今
日
で
は
、
ま
さ
に
こ
の

「
閉
鎖
性
」
や
「
非
競
争
性
」
が
、
住

民
の
不
信
感
を
招
く
と
と
も
に
、
地
方

公
務
員
の
意
識
に
つ
い
て
、
特
に
民
間

企
業
と
比
較
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な

問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
て
き
た
と
言
え

る
。
第
一
に
、
危
機
意
識
が
希
薄
で
あ

る
、
第
二
に
、
コ
ス
ト
意
識
が
低
い
、

第
三
に
、
切
磋
琢
磨
の
意
識
が
乏
し
い

と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
自
治

体
や
役
所
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
わ
っ
て
い
る
中
で
、
公
務
員
自
身
に

も
こ
れ
ら
の
問
題
改
善
に
向
け
て
の
変

化
対
応
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

住
民
の
信
頼
、
理
解
を
よ
り
得
る
た

め
に
は
、
職
員
は
単
に
従
来
の
所
掌
事

務
を
忠
実
に
処
理
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
行
政
の

あ
り
方
を
積
極
的
に
追
求
し
、
ま
さ
に

地
域
住
民
に
と
っ
て
存
在
感
の
あ
る
地

方
行
政
、
自
治
体
職
員
の
あ
り
方
を
提

示
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

奈
半
利
町
職
員
服
務
規
程
第
２
条

に
、「
職
員
は
、
町
民
全
体
の
奉
仕
者
と

し
て
の
職
責
を
自
覚
し
、
誠
実
公
正

に
、
か
つ
能
率
的
に
職
務
を
遂
行
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
職
員
一
人
ひ
と
り

が
、
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
自
覚
し
、
行
政
は
「
サ
ー
ビ
ス
業
」

と
い
う
観
点
に
立
ち
、
顧
客
で
あ
る

「
住
民
」
の
信
頼
と
負
託
に
応
え
て
い

く
た
め
に
、
常
に
高
い
目
的
意
識
と
コ

ス
ト
意
識
、
意
欲
を
持
っ
て
、
ま
た
互

い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
自
ら
の
能

力
開
発
に
努
め
る
よ
う
研
修
、
指
導
す

る
と
と
も
に
、
組
織
は
自
己
啓
発
に
取

り
組
み
や
す
い
職
場
の
環
境
づ
く
り

や
、
自
己
啓
発
に
取
り
組
む
職
員
を
支

援
す
る
な
ど
、
組
織
と
し
て
の
総
合
力

を
高
め
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問

　

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

安岡 　　健　議員
職員の意識改革について
行政はサービス業という観点に立ち、
住民の信頼と負託に応えていく／総務課長

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
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問　

長
引
く
経
済
低
迷
の
な
か
に
お
い

て
、
一
次
産
業
・
二
次
産
業
・
三
次
産
業

す
べ
て
の
業
種
が
資
金
繰
り
に
苦
悩
す

る
な
か
、
建
設
投
資
の
急
速
な
減
少
、

不
動
産
業
の
業
況
の
悪
化
、
資
材
価
格

の
高
騰
に
よ
り
、
地
域
の
中
小
・
中
堅

建
設
企
業
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
直

面
し
て
お
り
、
高
知
県
内
に
お
い
て

は
、
公
共
事
業
が
ピ
ー
ク
時
の
３
分
の

１
ま
で
減
少
し
た
の
に
対
し
て
業
者
数

は
９
４
０
社
余
り
で
、
ピ
ー
ク
時
の　
２０

％
程
度
の
減
少
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

　

地
域
の
建
設
産
業
が
健
全
に
、
持
続

的
発
展
し
公
共
工
事
を
適
正
に
施
工
す

る
う
え
で
、
地
域
の
中
小
建
設
企
業
の

資
金
繰
り
が
円
滑
に
進
む
こ
と
は
、
当

町
に
お
け
る
建
設
業
就
業
人
口
の
多
さ

か
ら
見
て
も
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
要
因
と
な
る
。

　

国
・
地
方
公
共
団
体
等
な
ど
が
公
共

事
業
を
発
注
す
る
際
、
請
負
者
へ
の
工

事
代
金
の
一
部
を
前
払
い
す
る
場
合
、

こ
の
前
払
金
額
を
保
証
事
業
会
社
が
発

注
機
関
に
対
し
て
保
証
す
る
公
共
工
事

前
払
金
保
証
事
業
制
度
が
あ
る
わ
け
だ

が
、
西
日
本
建
設
業
保
証
高
知
支
店
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
四
国
４

県
の
前
払
率
は
他
県
で
は
す
べ
て
の
市

町
村
で　

％
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

４０

高
知
県
内
で
は
前
払
率　

％
以
下
が　

３０

１０

市
町
村
あ
り
、
工
事
完
成
保
証
人
制
度

に
お
い
て
も
、
他
県
で
は
徳
島
県
の
１

町
を
除
い
て
廃
止
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
高
知
県
内
で
は
６
市
町
村
も
残
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

当
町
財
務
規
則
の
改
正
を
必
要
と
す

る
が
、
前
払
金
率
の　

％
か
ら　

％
へ

３０

４０

の
改
正
、
中
間
前
払
金
制
度
の
導
入
、

履
行
保
証
制
度
の
工
事
保
証
人
か
ら
金

銭
保
証
用
制
度
へ
の
移
行
を
提
案
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

工
事
請
負
な
ど
の
契
約
金
額
に
か
か

る
前
払
率
を　

％
か
ら　

％
に
、
ま
た

３０

４０

中
間
前
払
制
度
の
導
入
、
履
行
保
証
制

度
の
工
事
保
証
人
か
ら
金
銭
保
証
用
制

度
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
改
正
内
容

に
つ
い
て
従
来
か
ら
徐
々
に
作
成
し
て

い
る
が
、
奈
半
利
町
財
務
規
則
な
ど
の

改
正
も
必
要
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
他
の

条
例
、
規
則
な
ど
へ
の
影
響
等
に
つ
い

て
検
討
を
要
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

今
後
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
整
備

し
、
こ
の
制
度
を
導
入
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

岩内　　博　議員
公共工事の前払金・工事保
証人制度の改革を提案する
早い時期に整備し、制度の導入を進める／地域振興課長

議会を傍聴してみませんか？
あなたの傍聴が議会を活性化しますあなたの傍聴が議会を活性化しますあなたの傍聴が議会を活性化します
次の定例議会は6月中旬です

▲改良工事が進む町道須川・久礼岩線
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山中　茂　議員
すごい、奈半利のふるさと納税
全国各地から好評、さらなる努力で
産業振興につなげたい／町長

問　

平
成　

年
４
月　

日
、
ふ
る
さ
と

２０

３０

を
応
援
し
た
い
と
い
う
納
税
者
の
思
い

を
活
か
す
た
め
、
寄
付
金
税
制
が
拡
大

さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
４
年
、
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
２
０
１
１
年
度
の
県
内
の
寄

付
が
初
め
て
１
、
０
０
０
件
を
超
え

た
。

　

２
０
１
１
年
度
は
高
知
市
２
１
１
件

に
続
い
て
、
当
町
が
２
位
で
２
１
０

件
、
金
額
は
３
０
３
万
円
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
当
町
の
営
業
活
動
や
寄
付
者
に

贈
る
記
念
品
の
充
実
な
ど
、
ま
た
職
員

の
努
力
と
工
夫
の
結
晶
で
あ
り
、
大
変

う
れ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
当
町
は
１
万

円
以
上
寄
付
し
た
人
に
は
米
、
魚
、
味

噌
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
セ
ッ
ト
な
ど
、

複
数
の
地
方
産
品
を
組
み
合
わ
せ
て
注

文
で
き
る
記
念
品
セ
ッ
ト
を
企
画
、
全

国
の
記
念
品
情
報
を
ま
と
め
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
登
録
、
そ
の
サ

イ
ト
で
も
当
町
の
米
ケ
岡
米
、
カ
ツ

オ
、
キ
ン
メ
ダ
イ
、
船
上
一
日
干
し
な

ど
が
常
に
上
位
を
占
め
て
い
る
状
況
が

続
い
て
い
る
。

　

こ
れ
は
当
町
の
産
業
振
興
に
大
き
く

つ
な
げ
て
い
け
る
の
で
は
と
期
待
し
て

い
る
。
そ
の
後
の
寄
付
金
申
し
込
み
状

況
と
当
町
で
黒
砂
糖
の
生
産
を
始
め
、

さ
ら
な
る
記
念
品
（
特
産
品
）
の
充
実

や
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
増
大
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

答　

齊
藤
町
長

　

当
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み

も
５
年
目
を
迎
え
た
。寄
付
金
の
申
し
込

み
状
況
は
、
初
年
度
の
平
成　

年
度
が

２０

　

件
で
あ
っ
た
が
、
年
々
増
加
し
、
本
年

１４度
は
前
年
度
比
２
倍
を
超
え
、
現
在
５

２
３
件
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
５
年
間

の
累
計
で
８
６
４
件
と
な
っ
て
い
る
。こ

の
寄
付
金
は
全
国
各
地
か
ら
申
し
込
み

が
あ
り
、
寄
付
金
額
は
５
年
間
で
１
、
３

１
６
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

希
望
特
産
品
の
内
訳
は
、
多
い
順
か

ら
キ
ン
メ
ダ
イ
１
５
１
件
、
米
ケ
岡
米

　

件
、
魚
・
米
・
味
噌
・
野
菜
等
セ
ッ
ト　

９０

７１

件
、
特
産
品
年
４
回
発
送
す
る
セ
ッ
ト

　

件
、
豚
肉
セ
ッ
ト　

件
、
福
袋
セ
ッ
ト

６３

５６

　

件
、
そ
の
他　

件
と
な
っ
て
い
る
。

４２

５０

問　

寄
付
者
に
特
産
品
が
多
く
贈
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
事
業
の
充
実
で
中
・

高
齢
者
の
仕
事
確
保
や
産
業
振
興
に
つ

な
げ
る
方
向
で
の
考
え
は
。

答　

齊
藤
町
長

　

現
在
ふ
る
さ
と
納
税
贈
呈
品
拡
充
を

目
指
し
、
新
た
な
特
産
品
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

例
え
ば
、
米
ケ
岡
地
区
で
収
穫
さ
れ

た
米
を
「
米
ケ
岡
米
」
と
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
す
る
た
め
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ

ン
を
含
め
た
商
品
開
発
を
行
う
な
ど
に

よ
り
、
こ
れ
が
奈
半
利
町
の
特
産
品
と

な
れ
ば
、
農
家
の
所
得
の
増
加
や
米
の

生
産
者
の
増
加
に
つ
な
げ
、
ひ
い
て
は

雇
用
確
保
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
つ

な
が
り
、
中
山
間
地
域
の
豊
か
な
自
然

も
維
持
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。今
後
、

ご
提
案
の
黒
砂
糖
再
生
産
な
ど
農
林
水

産
物
を
中
心
に
し
た
商
品
開
発
を
行

い
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た

い
。
住
民
の
中
か
ら
盛
り
上
が
っ
た
要

望
・
施
策
に
は
町
と
し
て
も
積
極
的
に

支
援
し
た
い
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
今
後
、
奈
半
利
町

出
身
者
へ
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
、
創
意
工
夫
を
活

か
し
全
国
に
情
報
発
信
し
、
さ
ら
な
る

前
進
を
目
指
し
た
い
。
ふ
る
さ
と
納
税

を
き
っ
か
け
に
産
業
振
興
に
つ
な
が
る

よ
う
住
民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▲ふるさと納税寄付者に贈呈する特産品
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森岡　昌敏　議員
津波シェルターの整備について　
支援策を検討する／総務課長

問　

当
町
も
地
震
、
津
波
に
備
え
て
津

波
避
難
タ
ワ
ー
や
避
難
路
の
整
備
な
ど

数
多
く
の
地
震
対
策
の
工
事
を
行
っ
て

い
る
が
、
備
え
に
越
し
た
こ
と
は
な

い
。

　

本
年
３
月
ご
ろ
に
高
知
地
場
産
セ
ン

タ
ー
に
行
き
、
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
を
見

学
し
て
き
た
が
、
４
〜
６
人
乗
り
が
あ

る
。
町
と
し
て
家
庭
に
備
え
た
い
と
手

を
挙
げ
る
人
に
は
補
助
を
し
て
一
人
で

も
多
く
の
町
民
を
助
け
る
気
心
は
あ
る

か
。

答　

久
川
総
務
課
長

　

政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
に
よ
れ

ば
、
南
海
地
震
の
発
生
確
率
は
今
後　
３０

年
以
内
に　

％
程
度
と
発
表
さ
れ
、
当

６０

町
に
お
い
て
も
緊
急
か
つ
最
重
要
施
策

と
し
て
防
災
・
減
災
対
策
に
力
を
注
い

で
い
る
。　

月　

日
に
公
表
さ
れ
た
高

１２

１０

知
県
版
第
２
弾
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

に
よ
る
震
度
分
布
・
津
波
浸
水
予
測
を

基
に
津
波
避
難
計
画
の
策
定
を
進
め
る

な
か
、
避
難
が
困
難
な
エ
リ
ア
に
お
い

て
は
、
避
難
ビ
ル
の
整
備
等
、
早
急
に

避
難
場
所
の
確
保
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

質
問
の
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
の
整
備
へ

の
助
成
は
、
現
段
階
で
は
、
国
・
県
の
補

助
金
等
が
な
い
状
況
で
あ
り
、
町
と
し

て
予
算
面
も
含
め
て
ど
の
よ
う
な
支
援

が
で
き
る
か
検
討
す
る
。

　

国
・
県
の
補
助
金
以
外
の
事
業
と
し

て
は
、
個
人
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は

な
い
が
、
各
自
主
防
災
組
織
等
の
申
請

に
よ
り
、
防
災
活
動
に
助
成
さ
れ
る
宝

く
じ
財
団
の
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
助
成
事
業

が
あ
る
の
で
、
積
極
的
に
こ
の
事
業
の

活
用
を
促
し
て
い
く
。
こ
の
ほ
か
翌
年

度
に
交
付
さ
れ
る
県
の
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
基
金
等
の
活
用
も
考
慮
し
な
が

ら
一
人
で
も
多
く
の
住
民
の
生
命
が
確

保
で
き
る
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

く
。

　
 

問　

全
国
的
に
過
疎
化
が
進
み
、
空
き

家
が
増
加
し
て
い
る
。
当
町
に
お
い
て

も
、
人
口
流
出
や
出
生
率
の
低
下
な
ど

に
よ
り
人
口
減
少
が
進
み
、
そ
れ
に
伴

い
空
き
家
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
空
き
家
と
な
っ
た
家
屋
は
、

荒
廃
が
進
み
、
景
観
も
悪
い
し
、
大
変

危
険
で
あ
る
。
ま
た
白
蟻
が
大
量
に
繁

殖
し
て
周
辺
の
住
民
が
迷
惑
し
て
い
る

家
屋
も
あ
る
。

　

町
と
し
て
、
何
ら
か
の
対
策
を
取
れ

な
い
か
。
ま
た
、
所
有
者
に
指
導
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　

竹
﨑
住
民
福
祉
課
長

　

当
町
に
お
い
て
も
過
疎
高
齢
化
が
著

し
く
、
そ
れ
に
伴
い
、
荒
廃
し
た
空
き

家
、
空
き
地
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
物
件
の
周

辺
住
民
か
ら
、
火
災
の
発
生
や
倒
壊
の

危
険
性
、
白
蟻
の
大
量
発
生
、
景
観
の

悪
化
等
の
苦
情
や
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
。

　

担
当
課
に
お
い
て
は
そ
の
都
度
、
所

有
権
者
に
対
し
て
周
辺
住
民
の
受
け
る

不
安
や
迷
惑
な
ど
を
十
分
説
明
し
、
適

切
な
管
理
が
な
さ
れ
る
よ
う
注
意
を
喚

起
し
て
い
る
。
ま
た
、
住
宅
の
所
有
権

者
が
遠
方
の
場
合
に
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
管
理
清
掃
受
託
業

者
の
紹
介
を
行
う
な
ど
の
対
応
を
行
っ

て
い
る
。

　

今
後
は
財
政
負
担
や
事
務
負
担
な
ど

に
つ
い
て
、
十
分
に
検
討
、
考
慮
し
な

が
ら
有
利
な
補
助
事
業
な
ど
の
検
索
、

導
入
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

▲４〜６人乗りの津波避難シェルター

荒
廃
し
た
空
き
家
対
策
を
問
う

所
有
権
者
に
適
切
な
管
理
を
喚
起
し
て
い
る
／
住
民
福
祉
課
長
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問　

国
の
地
方
財
政
計
画
は
、
巨
額
の

地
方
財
源
不
足
に
対
し
、
抜
本
的
な
改

革
に
踏
み
込
む
こ
と
な
く
、
一
定
の

ル
ー
ル
を
設
定
し
て
国
と
地
方
で
そ
れ

ぞ
れ
財
源
不
足
額
を
負
担
す
る
こ
と
と

し
、
臨
時
財
政
対
策
債
や
特
例
加
算
等

の
暫
定
措
置
で
対
処
し
て
い
る
。
本
格

的
な
景
気
回
復
や
大
き
な
制
度
改
正
、

方
向
転
換
が
な
い
限
り
、
今
後
も
こ
う

し
た
流
れ
は
続
く
も
の
と
考
え
る
。
地

方
交
付
税
制
度
の
改
革
が
行
財
政
運
営

に
大
き
く
影
響
す
る
。
そ
こ
で
、
新
年

度
の
予
算
編
成
方
針
と
財
政
規
律
を
守

り
、
行
政
改
革
を
推
進
し
、
財
政
の
健

全
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
行
財
政
運

営
に
つ
い
て
所
見
を
聞
く
。

答　

久
川
総
務
課
長

　

国
で
は
、「
財
政
運
営
戦
略
」
及
び

「
日
本
再
生
戦
略
」
に
基
づ
く
経
済
成

長
と
財
政
健
全
化
の
両
立
に
向
け
た
取

り
組
み
や
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
対
策
、
防
災
・
減
災
対
策
な
ど

の
論
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。当
町
は
、

産
業
の
活
性
化
、
南
海
地
震
対
策
な
ど

の
様
々
な
重
要
課
題
が
あ
り
、
事
業
の

実
効
性
や
費
用
対
効
果
、
優
先
順
位
を

検
証
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
国
や
県
の

動
向
を
注
視
し
、
積
極
的
に
情
報
の
収

集
に
努
め
、
予
算
に
反
映
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
各

種
の
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、
総
合
計
画
の
基
本
理
念
に
基
づ

き
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
住
民
本
位
の
行
政
を
推
進
す
る
こ

と
を
認
識
し
、
新
た
な
発
想
と
意
欲
を

持
っ
て
、
町
民
の
福
祉
向
上
に
全
力
で

取
り
組
む
こ
と
を
目
標
に
新
年
度
の
予

算
編
成
を
行
う
。

　

自
主
財
源
の
乏
し
い
当
町
に
お
い
て

は
、
歳
入
の
う
ち
地
方
交
付
税
の
占
め

る
割
合
が
、　

・　

％
と
地
方
交
付
税

４１

４２

制
度
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
。
国
の

動
向
も
含
め
先
行
き
は
不
透
明
で
あ

り
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
合
わ
せ
た
地

方
交
付
税
総
額
が
減
額
傾
向
に
な
る
状

況
で
は
、
引
き
続
き
財
政
健
全
化
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。
平
成　

～　

年

１７

２２

度
に
実
施
し
た
奈
半
利
町
行
政
改
革
の

効
果
を
検
証
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
本

年
度
内
に
第
３
期
行
政
改
革
大
綱
を
策

定
し
、
行
政
の
一
体
性
確
保
の
た
め
事

務
の
委
任
や
事
業
の
委
託
を
検
討
し
、

ま
た
組
織
及
び
運
営
の
合
理
化
を
図

り
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙

げ
る
こ
と
に
努
め
、
行
政
効
率
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
行
財
政
の
健
全

化
に
取
り
組
み
た
い
。

問　

就
学
援
助
は
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
て
就
学
援
助
を
行

う
。
平
成　

年
度
に
制
度
改
革
で
３
項

２２

目
が
追
加
さ
れ
た
が
、
当
町
は
こ
の
３

項
目
の
就
学
援
助
が
実
施
さ
れ
て
い
な

い
。
新
年
度
か
ら
実
施
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　

答　

竹
﨑
教
育
長

　

平
成　

年
度
の
制
度
改
革
で
、ク
ラ

２２

ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
の

３
項
目
が
追
加
さ
れ
た
。
ク
ラ
ブ
活
動

費
は
、
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
費
に
大
き
な

差
が
見
ら
れ
支
給
対
象
の
線
引
き
が
難

し
い
こ
と
が
あ
る
。
ク
ラ
ブ
活
動
の
移

動
手
段
と
し
て
町
有
バ
ス
の
利
用
が
始

ま
っ
て
お
り
、公
費
で
の
負
担
を
行
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、全
児
童
生
徒
を
対

象
に
問
題
集
や
国
語
辞
書

の
購
入
な
ど
公
費
に
よ
る

経
済
的
支
援
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
３
項
目
に
つ
い
て
、

平
成　

年
度
の
実
績
人
数
、

２３

世
帯
で
試
算
す
る
と
約　
６７

万
円
の
費
用
が
必
要
に
な

る
。
平
成　

年
度
か
ら
就
学

２５

援
助
す
る
方
向
で
検
討
す

る
。

〇
そ
の
他
の
質
問

　

公
営
住
宅
問
題
に
つ
い
て

前田　勝亀　議員
新年度の予算編成方針と
行財政運営の所見を聞く
総合計画の基本理念に基づき行政課題に取り組み、
第３期行政改革大綱を策定し行財政の健全化を図る／総務課長

▲児童数135人の奈半利小学校

就
学
援
助
に
つ
い
て
問
う

平
成　

年
度
か
ら
就
学
援
助
す
る
方
向
で
検
討
／
教
育
長

２５
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問　

高
知
県
版
第
２
弾
、
震
度
分
布
津

波
浸
水
予
測
の
主
要
河
川
の
遡
上
（
最

大
ク
ラ
ス
）
に
よ
る
と
、
奈
半
利
川
へ

の
遡
上
は
、
車
瀬
鮎
ノ
瀬
公
園
上
流
付

近
と
あ
る
が
、
鮎
ノ
瀬
公
園
上
流
付
近

と
は
、
ど
の
位
置
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
鮎
ノ
瀬
公
園
付
近
で
の
津

波
高
（
奈
半
利
川
で
の
）
は
、
ど
の
く

ら
い
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答　

久
川
総
務
課
長

　
　

月　

日
に
高
知
県
か
ら
公
表
さ
れ

１２

１０

た
津
波
浸
水
予
測
は
津
波
の
高
さ
で
は

な
く
、
海
・
川
か
ら
の
津
波
の
影
響
に

よ
り
県
内
の
各
エ
リ
ア
で
、
地
上
よ
り

何
メ
ー
ト
ル
が
浸
水
す
る
か
の
予
測
で

あ
る
。
最
大
ク
ラ
ス
の
南
海
地
震
が
発

生
し
、
沿
岸
部
及
び
河
川
部
の
堤
防
が

壊
れ
て
機
能
し
な
い
場
合
で
、
津
波
に

よ
る
奈
半
利
川
の
遡
上
は
、
北
川
村
と

の
境
界
付
近
ま
で
と
な
る
想
定
で
あ

る
。

　

奈
半
利
川
の
津
波
高
は
高
知
県
南
海

地
震
対
策
課
に
確
認
し
た
が
、
現
時
点

で
は
特
定
で
き
て
い
な
い
。
今
後
は
県

が
公
表
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
で

津
波
高
等
も
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
思

う
。

 

問　

先
の
総
務
民
生
常
任
委
員
会
で
示

さ
れ
た　

メ
ー
ト
ル
区
画
で
の
津
波
浸

１０

水
予
測
図
に
お
い
て
、
堤
防
機
能
が
あ

る
場
合
と
堤
防
が
壊
れ
て
機
能
し
な
い

場
合
を
比
較
し
た
予
測
図
に
よ
れ
ば
、

浸
水
深
に
相
当
の
開
き
が
あ
る
。
奈
半

利
川
沿
い
の
堤
防
補
強
を
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
。

答　

久
川
総
務
課
長

　

津
波
浸
水
深
の
資
料
で
は
、
津
波
が

奈
半
利
川
を
遡
上
し
、
鮎
ノ
瀬
公
園
付

近
で
は
、
３
ｍ
が
浸
水
す
る
こ
と
に
な

る
。

　

奈
半
利
川
沿
い
の
堤
防
補
強
に
つ
い

て
は
、
奈
半
利
川
で
の
津
波
高
が
特
定

し
て
い
な
い
た
め
、
今
後
、
県
か
ら
示

さ
れ
る
数
値
を
参
考
に
し
て
検
討
し
て

い
く
。

問　

当
町
で
は
、
本
年
度
に
幹
部
職
員

が
数
多
く
退
職
の
予
定
と
聞
く
が
、
今

後
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で
、
こ
の
事
態

を
乗
り
切
り
、
平
成　

年
度
以
上
の
税

２３

金
徴
収
率（
実
績　

・
６
％
は
県
内
町
村

８９

ワ
ー
ス
ト
２
位
で
、
県
内
平
均
を
２
・

９
％
下
回
る
）
を
上
げ
る
た
め
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
取
る
の
か
。

答　

久
川
総
務
課
長

　

こ
れ
ま
で
、
納
期
内
に
納
税
さ
れ
て

い
な
い
納
税
者
に
対
し
て
は
、
督
促

状
、
催
告
状
を
発
送
し
、
納
付
を
促
し

て
い
る
。
ま
た
、
納
期
内
の
完
納
が
難

し
い
納
税
者
に
対
し
て
は
、
分
割
納
付

誓
約
等
の
納
税
相
談
に
よ
り
、
完
納
に

た
ど
り
着
く
よ
う
に
、
ま
た
、
特
に
悪

質
（
納
め
る
能
力
が
あ
る
の
に
納
め
な

い
）
と
見
受
け
ら
れ
る
納
税
者
に
は
、

滞
納
処
分
の
実
施
を
講
じ
て
き
た
が
、

長
引
く
経
済
不
況
や
景
気
低
迷
の
続
く

中
で
の
町
税
徴
収
に
つ
い
て
は
、
年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　

近
年
、
県
内
各
地
域
に
お
い
て
滞
納

整
理
推
進
の
た
め
、
租
税
債
権
管
理
機

構
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
強
力
に
滞
納
整

理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
当
町
を
含
む

安
芸
地
域
に
お
い
て
も
、
租
税
債
権
管

理
機
構
の
立
ち
上
げ
を
協
議
し
た
が
、

協
議
開
始
早
々
、
安
芸
市
、
室
戸
市
が

離
脱
、
当
町
も
単
独
で
の
取
り
組
み
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　

当
町
の
滞
納
者
の
状
況
は
、
本
年　
１１

月
末
現
在
、
町
内
在
住
者
１
７
８
人
、

県
内
在
住
者　

人
、
県
外
在
住
者　

４９

４８

人
、
死
亡
・
不
明
者　

人
、
う
ち
、
本
年

４２

度
納
税
相
談
を
行
っ
た
滞
納
者
は　

人
３５

で
、
こ
れ
に
よ
り
現
在
、
滞
納
税
の
分

割
納
付
誓
約
者
数
は
１
０
０
人
と
な
っ

て
い
る
。
生
活
保
護
受
給
等
に
よ
り
、

滞
納
処
分
執
行
停
止
者
は
、　

人
で
あ

１８

る
。

　

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
現

在
、
効
率
的
か
つ
事
務
的
に
滞
納
処
分

を
行
え
る
よ
う
、
財
産
調
査
に
よ
り
把

握
し
た
滞
納
者
の
生
命
保
険
や
預
金
、

取
り
扱
い
金
融
機
関
等
の
情
報
な
ど
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
作
業
を
進
め
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
滞
納
者
の
納
税

意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
わ
ず
か
な

金
額
で
も
啓
発
の
意
味
を
込
め
た
滞
納

処
分
を
行
い
、
少
し
で
も
自
主
納
付
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
分
割
納
付
誓
約
者
に
つ
い
て
も

追
跡
調
査
を
行
い
、
履
行
不
十
分
な
滞

納
者
に
つ
い
て
も
、
分
割
納
付
誓
約
を

取
り
消
し
、
滞
納
処
分
を
行
う
な
ど
の

措
置
を
講
じ
、
徴
収
率
の
向
上
に
努
め

る
。

竹内　哲夫　議員
奈半利川の津波予想高は
現時点では特定できていない
津波は北川村との境界まで遡上する／総務課長

町
税
収
納
対
策
に
つ
い
て

悪
質
な
場
合
は
滞
納
処
分
を
行
う
／
総
務
課
長
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問　

奈
半
利
町
漁
協
の
南
、
堤
防
約
３

０
０
ｍ
の
区
間
で
数
十
箇
所
の
亀
裂
が

あ
り
、
堤
防
と
し
て
機
能
し
て
い
な
い

と
考
え
る
。
平
成　

年
６
月
の
一
般
質

２０

問
で
も
強
度
と
数
十
箇
所
の
亀
裂
を
指

摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
亀
裂
の
数
は

増
え
、
亀
裂
の
裂
け
目
も
大
き
く
幅
が

広
が
り
、
一
部
崩
壊
し
て
い
る
。
津
波

浸
水
予
測
図
の
比
較
で
は
「
堤
防
機
能

な
し
、
堤
防
機
能
あ
り
」
の
説
明
を
受

け
、
堤
防
の
重
要
性
を
考
え
る
。　

月
１２

　

日
の
高
知
新
聞
で
は
、
人
は　

㎝
の

１１

３０

津
波
で
足
を
取
ら
れ
て
身
動
き
が
で
き

な
く
な
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
県
の
予

測
で
は
、
奈
半
利
町
役
場
は　

分
で
そ

１７

の
高
さ
に
達
す
る
と
い
う
厳
し
い
結
果

だ
っ
た
。
し
か
も
県
内
の
ほ
ぼ
全
域
が

震
度
６
以
上
の
揺
れ
に
襲
わ
れ
、
東
部

を
中
心
に
震
度
７
の
激
震
地
域
も
広

が
っ
て
い
る
。
長
け
れ
ば
３
分
以
上
揺

れ
が
続
く
地
域
が
あ
り
、
避
難
は
時
間

と
の
闘
い
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

港
の
堤
防
の
耐
震
を
緊
急
に
調
査
す
る

こ
と
を
問
う
。

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

堤
防
の
耐
震
に
つ
い
て
は
、
安
芸
土

木
事
務
所
が
平
成　

年　

月
末
か
ら　

２３

１１

１２

月
初
め
に
か
け
、
奈
半
利
港
の
東
の
上

が
り
口
の
上
１
箇
所
、
加
領
郷
漁
港
１

箇
所
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
て

い
る
が
、
質
問
の
箇
所
は
調
査
し
て
い

な
い
。
２
箇
所
の
耐
震
結
果
は
、
転
倒

し
な
い
と
判
断
さ
れ
る
調
査
結
果
が
出

て
い
る
。
ま
た
今
後
、
津
波
避
難
対
策

と
し
て
、
奈
半
利
港
内
に
入
っ
て
き
た

津
波
を
一
定
抑
え
る
壁
の
設
置
工
事
を

予
定
し
て
お
り
、
町
と
し
て
は
海
岸
や

港
に
隣
接
す
る
住
民
の
安
全
性
の
確
保

の
た
め
、
県
へ
の
整
備
の
必
要
性
を
働

き
か
け
、
早
期
対
策
を
要
求
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

２
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー
は
完
成
し

た
が
、
設
計
自
体
が
現
場
に
合
わ
な
い

と
考
え
る
。
避
難
は
時
間
と
の
闘
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。
タ
ワ
ー
の
入
り
口
が

狭
く
、
幅
も
な
い
。ま
た
、
入
り
口
の
門

の
壁
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
高
さ
で
中
が
見

え
な
い
。
さ
ら
に
周
辺
の
整
備
も
必
要

と
考
え
る
。
今
後
の
避
難
タ
ワ
ー
へ
の

訓
練
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。
ま
た

幼
稚
園
、
保
育
所
の
避
難
タ

ワ
ー
へ
の
訓
練
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

久
川
総
務
課
長

　

２
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー
周

辺
に
は
幼
稚
園
・
保
育
所
も

あ
り
、
津
波
避
難
の
緊
急
時

に
は
、
人
命
を
守
る
た
め
に

最
大
限
活
用
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。
津
波
か
ら
の
避
難

は
時
間
と
の
闘
い
と
な
る
。

ま
た
、
避
難
時
は
日
中
と
も

限
ら
ず
、
冷
静
な
状
況
で
も

な
い
の
で
、
施
設
の
入
り
口

や
通
路
は
可
能
な
限
り
広
い

方
が
効
率
良
く
避
難
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
今
後
、
津
波
避
難
タ

ワ
ー
を
計
画
す
る
中
で
、
管
理
と
実
用

性
を
考
え
、
よ
り
良
い
も
の
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
２
号
タ
ワ
ー
は
完
成

し
た
が
、
ま
だ
、
奈
半
利
中
央
公
園
の

復
旧
作
業
等
周
辺
の
整
備
も
残
っ
て
い

る
の
で
、
住
民
が
よ
り
安
全
に
避
難
が

で
き
る
よ
う
改
善
も
検
討
し
て
い
る
。

　

避
難
訓
練
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、

津
波
避
難
計
画
の
策
定
を
行
い
、
各
地

区
の
避
難
路
及
び
避
難
場
所
を
示
す
の

で
、
避
難
訓
練
や
各
自
主
防
災
組
織
の

取
り
組
み
等
で
、
第
２
号
津
波
避
難
タ

ワ
ー
も
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

田
中
教
育
次
長

　

幼
稚
園
・
保
育
所
の
防
災
訓
練
は
、

火
災
避
難
訓
練
、
地
震
・
津
波
の
避
難

訓
練
の
２
種
類
を
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で

行
っ
て
い
る
。「
避
難
タ
ワ
ー
」を
使
用

し
た
訓
練
を
年
３
回
程
度
、
追
加
し
て

行
う
。
今
後
も
様
々
な
ケ
ー
ス
を
想
定

し
、
問
題
点
な
ど
を
検
証
し
て
い
き
、

園
児
、
入
所
児
の
全
員
が
安
全
に
避
難

で
き
る
よ
う
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。 

中川　和明　議員
堤防として機能を果たして
いない、強度の調査を問う
転倒しないと判断される調査結果が出ている／地域振興課長

２
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー
に
つ
い
て

安
全
に
避
難
で
き
る
対
策
を
講
じ
る
／
総
務
課
長

▲亀裂がある堤防（奈半利町漁協の南側）
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　退 職後の国民年金の手続きについて
　退職後に厚生年金保険の適用事業所に再就職する場合は、引き続き厚生年金保険に加
入します。しかし、それ以外の６０歳未満の人は、国民年金に加入するための手続きが必要
となります。また、退職した人に扶養されていた６０歳未満の配偶者（夫・妻）についても、同
様に国民年金の手続きが必要となりますのでご注意ください。
　この手続きを怠ると、年金額が減る場合や、年金そのものが受け取れなくなる場合があ
りますので、必要な手続きを行ってください。

国民年金の第１号被保険者となる場合
　６０歳未満で、自営業者およびその配偶者など（厚生年金保険や共済年金に加入する人
やその被扶養配偶者以外の人）となる場合には、国民年金の第１号被保険者になります。
　この場合には、住所地の市区役所または町村役場の窓口で国民年金の第１号被保険者と
なるための手続きが必要です。この手続きには、年金手帳または基礎年金番号通知書を添
付して、「国民年金第１号被保険者資格取得届」を提出します。
　提出期限は退職日の翌日から１４日以内で、本人または世帯主が提出します。

国民年金の第３号被保険者となる場合
　厚生年金保険や共済組合などに加入している被保険者（６５歳以上７０歳未満で老齢また
は退職を理由とする年金の受給権を有する人は除く）に扶養されている２０歳以上６０歳未
満の配偶者は、国民年金の第3号被保険者となります。
　この場合には、配偶者の勤務している事業所を管轄する年金事務所に、「国民年金第３
号被保険者（資格取得・種別変更・種別確認（３号該当）、資格喪失・死亡、氏名・生年月日・性
別変更（訂正）届」を提出します。この届書には、収入確認のための書類と年金手帳または
基礎年金番号通知書を添付します。

　届書の提出期限は、被扶養者に該当した日から１４日以内で、
　事業主（健康保険組合の場合は組合）経由で提出します。

　収入確認のための書類とは、非課税証明書などで、控除対象配偶者となっている人
については、事業主の証明により収入確認のための書類の添付を省略することがで
きます。
　また、年金手帳または基礎年金番号通知書は、事業主が届書に基礎年金番号や氏
名が正しく記入されていることを確認すれば年金事務所への添付を省略できます。
ただし、氏名変更を伴う第３号被保険者の届け出は年金手帳の添付が必要です。
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国民年金のお知らせ

国民年金保険料の
口座振替・前納制度のご案内
国民年金保険料の
口座振替・前納制度のご案内
国民年金保険料の
口座振替・前納制度のご案内

　国民年金加入者の皆様に、口座振替により保険料を納めていただいた場合の「便利」で
「おトク」な情報をお知らせします。

　　　　　口座振替により保険料を納めていただくと、

　　　　　◆ 自動引き落としで納め忘れの心配がありません。
　　　　　◆ 金融機関等へ行く手間と時間が省けます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さらに ! !　
　　　　　前納制度をご利用いただくと、

　　　　　◆ 現金で月々保険料を納付した場合に比べ、
　　　　　　 割引になり大変おトクです。

便利

お得

　★口座振替申出書に必要な事項を記入・押印（金融機関の届出印）し、お近くの年金事務
所の窓口にお申し込みされるか、ご郵送ください。また、金融機関窓口にご提出いただい
ても結構です。

　★前納のお申し込みは、
　　①１年度分及び上期６カ月分（４月分～９月分）は２月末
　　②下期６カ月分（10月分～翌年３月分）は８月末
　　までに、お近くの年金事務所にお申し込みください。

お申し込み方法

平成25年度国民年金保険料納入額早見表（現金納付・口座振替比較）

1年度分6カ月分1カ月分
平成25年度

割引額保険料額割引額保険料額割引額保険料額

−180，480円−90，240円−15，040円
毎月納付（納付書による現金納付
及び翌月末振替の口座振替）

600円179，880円300円89，940円50円14，990円
毎月振替・【早割】
（当月末振替の口座振替）

1，460円179，020円730円89，510円−−6カ月前納（現金納付）

2，060円178，420円1，030円89，210円−−6カ月前納（口座振替）

3，200円177，280円−−−−1年前納（現金納付）

3，780円176，700円−−−−1年前納（口座振替）

※一部納付（一部免除）されている方は「毎月納付（翌月末振替）」のみのご利用となります

最もお
得

毎月お
得



No.287　なはり広報　葛 20

　

将
来
必
ず
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
る
南
海
地

震
で
は
、高
知
県
の
広
い
範
囲
で
大
き
な
災
害

の
発
生
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、津
波
の
被
害
が

予
想
さ
れ
る
奈
半
利
町
で
は
、防
災
へ
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
防
災
へ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ

に
、地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動
が
不
可
欠

で
す
。

　　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
の

経
験
か
ら
、
避
難
所
に
お
け
る
授
乳
コ
ー
ナ

ー
・
更
衣
室
・
専
用
ト
イ
レ
の
設
置
、入
浴
へ

の
配
慮
な
ど
被
災
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
が
十
分
で
は
な
く
、男
女
の
性
差
に
対
応
し

た
支
援
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
避
難
所
や
仮
設

住
宅
で
の
セ
ク
ハ
ラ
や
Ｄ
Ｖ
、性
犯
罪
の
被
害

の
増
加
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、地
域
の
自
主
防
災

会
議
に
は
女
性
が
必
ず
参
画
し
、女
性
の
立
場

か
ら
の
意
見
を
言
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。避

難
所
の
運
営
や
備
蓄
品
の
選
定
、復
興
計
画
の

策
定
な
ど
に
女
性
の
視
点
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

現
在
、奈
半
利
町
で
自
主
防
災
組
織
が
立
ち

上
が
っ
て
い
る
の
は
23
地
区
中
19
地
区
で
す
。

　

自
主
防
災
会
議
に
お
い
て
、女
性
の
声
を
大

い
に
出
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　

共
同
参
画
の
町
・
奈
半
利
を
め
ざ
し
て

奈
半
利
町
住
民
福
祉
課　

0
8
8
7（
38
）8
1
8
1

男
女防

災
に
女
性
の
視
点
を

奈
半
利
町
の
防
災
担
当
は
総
務
課
で
す
。　

☎
０
８
８
７

－

３
８

－

４
０
１
１

　　●問い合わせ先　高知市帯屋町２丁目１－35片岡ビル（アーケード内）
　　　　　　　　　　 10：00～19：00（年中無休。ただし、年末年始は除く）　
　　　　　　　　　 TEL　088－802－2025　　　E-mail　info@jobcafe-kochi.jp

■就職相談（原則予約制）　
　キャリアコンサルタントが就職活動全般について、個別に相談に
　応じます。履歴書、面接などのアドバイスも行います。

■しごと体験講習（短期間の就労体験で就職を応援）を活用してみませんか。

■就活セミナーや職業適性検査も行います。ぜひお気軽にお越しください。
　※サポートメニューは、すべて無料です。
　　詳しくは、ホームページ（http://jobcafe-kochi.jp）をご覧ください。

　これからのお仕事について、一緒に考えてみませんか？
　効果的な就職活動をするためにお手伝いをしています。

「ジョブカフェこうち」 （高知県就職支援相談センター）「ジョブカフェこうち」 （高知県就職支援相談センター）「ジョブカフェこうち」 （高知県就職支援相談センター）
若年者（40歳未満）のための就職支援
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■支給される特別給付金
　＜第 13回特別給付金国庫債券「か号」＞
　※５年償還、５万円。
　「第 18回特別給付金」または「第 20回特別給付
金」を受けていた戦傷病者の妻の方で、平成 15年４
月１日から平成 18 年９月30日までの間に、戦傷病
者である夫が一般の怪我や病気で亡くなられた（平
病死された）方

■受付期間
　平成23年10月１日から平成26年９月30日まで
※期間を過ぎると時効に
より受給できなくなりま
すのでご注意ください。

　「戦傷病者等の妻に対する特別給付金」は、生涯の伴侶である夫が障害の状態であることにより、日常
生活上の介助、看護及び家庭の維持等のために払ってきた戦傷病者の妻の方々の精神的痛苦に対し、国
として特別の慰藉を行うため、その方に特別給付金を支給するものです。

「戦傷病者等の妻に対する特別給付金」が支給されます「戦傷病者等の妻に対する特別給付金」が支給されます「戦傷病者等の妻に対する特別給付金」が支給されます
～戦傷病者等の妻の皆様へ～

平成２５年度奈半利町地域活性化ついて平成２５年度奈半利町地域活性化ついて平成２５年度奈半利町地域活性化ついて

●問い合わせ先　　奈半利町役場　地域振興課　担当：西野　　TEL　０８８７－３８－８１８２

●受付窓口　　奈半利町役場　住民福祉課　援護担当まで

■事業の募集について
　当町では平成23年度より、地域住民団体等が地
域の活性化を目的とした事業に対し「奈半利町地
域活性化補助金」を交付し、地域の活性化を図っ
ています。平成25年度においても下記のとおり、
奈半利町地域活性化事業を募集します。

■補助金について
１．補助目的
　町は、地域が自ら考える仕組みをつくり、地域
の主体的な活動を助長し、また、人材を育成する
ことにより、自立したまちづくりの促進を図るた
め、地域住民団体、第三セクター等（以下「地域住
民団体等」という。）が地域活性化を目的に実施す
る事業に要する経費について、予算の範囲内で補
助金を交付する。

２．補助対象事業

　補助金の交付の対象となる事業（以下「補助事
業」という。）は、次に掲げるものとする。
　（１）人材育成事業　地域住民団体等が自主的、

主体的な地域づくりのために行う地域人
材の育成を目的とした事業

　（２）伝統文化継承事業　地域に伝わる伝統文
化、伝統芸能を継承することを目的とし、

地域の特色のある文化を活かした取り組
みを継続、発展させるための事業

　（３）地域間交流事業　地域住民団体等が自主
的、主体的な地域づくりのために行う地域
内外との交流を目的としたイベント等交
流事業

　（４）産業振興事業　地域住民団体等が地域資
源（農水産物、観光資源等）を活用した産業
振興（商品開発や販売促進、地域内商業者
との連携、交流人口の拡大等）を目的に主
体的な地域づくりを行うための事業

３．事業実施主体

　事業実施主体は、次に掲げるものとする。
　 （１）地域住民団体
　 （２）第三セクター、農業協同組合、漁業協同組合

４．補助対象経費

　補助対象経費については、上記の補助目的を達
成するための経費とし、補助限度額は１件50万円
とする。

■募集期間

　平成25年４月30日（火）まで
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詳しくは自衛隊高知地方協力本部  安芸地域事務所までご連絡ください。
　　　安芸市本町3丁目11‐5（Smile Aki前2F）　　TEL　0887－35－2749
　　　　　　　　URL　　　 http://www.mod.go.jp/pco/kochi/
　　　　　　　　携帯サイト  http://www.mod.go.jp/pco/kochi/itop.htm

平成25年度『自衛隊幹部候補生』募集平成25年度『自衛隊幹部候補生』募集平成25年度『自衛隊幹部候補生』募集
区　分

陸上自衛隊

海上自衛隊

航空自衛隊

一般幹部候補生

技術幹部候補生

一般幹部候補生

一般幹部候補生

募　集　種　目

飛行要員
一般要員

飛行要員
一般要員

受　付　期　間

２月１日（金）～
　４月26日（金）
（締切日必着）

１次試験
　５月11日（土）
飛行要員希望者のみ
　５月12日（日）
試験会場
　高知市内

試　験　日

●問い合わせ先　　中芸広域連合　保健福祉課　TEL　０８８７－３８－８３０１

予防接種について予防接種について予防接種について
■ＢＣＧ（結核）
　ＢＣＧの定期の予防接種の対象者が「生後６カ月
に至るまでの間にある者」から「生後１歳に至るま
での間にある者」に拡大されます。なお、病気にか
かりやすい時期を考慮して「生後５カ月に達した
時から生後８カ月に達するまでの期間」に接種を
行ってください。

■日本脳炎
•平成17年５月30日から平成22年３月31日にかけ
て積極的勧奨の差し控えにより日本脳炎の定期の
予防接種を受ける機会を逸した「平成７年６月１

日から平成19年４月１日まで
の間に生まれた者」に「平成７
年４月２日から５月31日まで
の間に生まれた者」が追加され、４歳以上20歳未満
の者が定期の予防接種の対象者なります。
•平成25年度に18歳となる者（平成７年４月２日か
ら平成８年４月１日までに生まれた者）について、
第２期の積極的勧奨が再開されます。
■麻しん風しん
　中学１年生と高校３年生相当年齢の者への定期接
種が平成25年３月31日をもって終了します。

平成２５年４月から難病等の方々が
障害福祉サービス等の対象となります。
平成２５年４月から難病等の方々が
障害福祉サービス等の対象となります。
平成２５年４月から難病等の方々が
障害福祉サービス等の対象となります。

●問い合わせ先　　中芸広域連合　保健福祉課　TEL　０８８７－３８－８３０１・３８－８２１２

■対象者　障害者総合支援法第４条第１項の政令
で定める疾病（130疾患）による障害がある方々

　※治療方法が確立していない疾病その他の特殊の
疾病であって政令で定めるものによる障害の程
度が厚生労働大臣が定める程度である者

■手続き　対象疾患に罹患していることがわかる証
明書（診断書または特定疾患医療受給者証等）を持
参の上、お住まいの町村の担当窓口または中芸広
域連合保健福祉課に支給を申請してください。
　その後、障害程度区分の認定や支給認定等の手続

きを経て、必要と認められたサービスを利用でき
ることになります。
■注意事項　現在、難病患者等日常生活用具の給付
を受けている方は、平成25年４月１日に新たに利
用者負担の判定を行います。

　平成25年４月に施行される障害者総合支援法では、障害者の範囲に難病等の方々が加わります。
　対象となる方々は、身体障害者手帳の所持の有無にかかわらず、必要と認められた障害福祉サービス等※
の受給が可能となります。
　※障害児・者については、障害福祉サービス、相談支援、補装具及び地域生活支援事業。
　　障害児については、障害児通所支援及び障害児入所支援。

　平成25年４月１日から、予防接種の対象者が変更されます。

詳しい手続き方法などについては、お住まいの
町村の担当窓口または中芸広域連合保健福祉
課までお問い合わせください。
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国際交流員

私が奈半利町で働き始めてから半年が経ちましたが、その実感が全くなく、むしろあっという間に過ぎた感じ
がします。やはり、楽しい時間を過ごしているからではないかと思います。よく考えてみたら、最近小さなことか
ら元気をもらっていることに気づきました。例えば、去年の夏に初めて会った生徒が、今では私に会ったときに
よく英語で挨拶をしてくれるようになり、本当に嬉しい限りです。

オーストラリアでは、３月と言えば特に大した記念日はありませんが、４月の第１週に入ると、“Ｅａｓｔｅｒ”
「イースター」というイベントがあります。イースターとは、キリスト教で十字架にかけられて死んだイエス・キ
リストが３日目に復活したこと記念とする期間のことです。そのために教会へ祈りに行く人がもちろんいます
が、私の家族のようにイエス・キリストの復活のためでなく、ただイベントを楽しむために、イースター風のチョ
コレートのお菓子を交換し、食べる人も多くいます。オーストラリアでは、イースターになると、日本のいわゆる
ゴールデンウィークと似たような連休が訪れ、老若男女を問わず家族で卵やウサギの形にしたチョコレート
（イースター・エッグとイースター・バニー）を食べ、楽しく連休を過ごしています。その他に、ホット・クロス・
バンというイースターにしか売られていないパンも食べられます。レーズン・パンに似ていて、てっぺんに十字
の筋の入ったスパイス入りの甘いパンであり、中身にバターをたっぷりかけてから食べるのがおいしいポイント
です。私は大人になったにもかかわらず、パン屋さんに入った瞬間の、焼き立てのホット・クロス・バンから出
てくるシナモン、ナツメグなどの甘い香りをかぐのが、イースターの１つの楽しみです。

しかし、イースター・エッグを食べるには、まずそれを探さなければいけないのです。オーストラリアでは、イー
スター・バニーというウサギがイースター・エッグを隠すという言い伝えがあり、子どもたちにイースター・サ
ンデーイ（復活祭の主日）の朝に裏庭に隠した卵を探させるのです。イースター・バニーがチョコレートを置い
てくれるお礼に、自分が前夜に人参とセロリなどを置いてあげたのもよく覚えています。
　皆さんもイースターの楽しさを１度味わってみてはいかがでしょうか。

ジェシー・デカートレイ
Long time no see, everyone!　How have you all been?

皆さん、お久しぶりです。元気にしていましたか？

場　所▶奈半利町役場２階　第２会議室
日　時▶上級＝毎週の水曜日　１９：００～２０：３０
　　　　初級＝毎週の木曜日　１９：００～２０：００
対　象▶奈半利在住、もしくは勤務先が奈半利町の方に限ります。
授業料▶無料
備　考▶参加希望者は下記までご連絡をお願いします。
問い合わせ先▶奈半利町教育委員会　担当：　ジェシー・デカートレイ
　　　　　　　　℡　０８８７－３８－８１８８

ウサギは多産なので、キリスト教では生命
の象徴としています。

イースター・エッグはひなが卵から生
まれることをイエスが墓から出て復
活したことに結びつけたものです。

パンの上につけた十字はイエス・キリス
トがかけられた十字架を示しています。

英会話の参加者を募集中！
Come join us!
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　当町担当の行政相談委員に、本年４月１日付で伊藤隆さんが再委嘱されました。
　行政相談委員は、総務大臣の委嘱を受け、住民の皆さんからの相談をお聴きする民間有
識者の方です。
　委員は、①国の仕事、②ＪＲ、ＮＴＴ等の特殊法人の仕事、③県や市町村が国の補助を受け
て行っている仕事などについて、住民の皆さんからの相談を受け、その解決や実現のお手
伝いをしています。

　相談は、町民会館で定期的に開設される相談所などで受け付けています。

お問い合わせ先

高知行政評価事務所　行政相談課　　　　☎０８８－８２４－４１００

行 政 相 談 員 の ご 紹 介行 政 相 談 員 の ご 紹 介行 政 相 談 員 の ご 紹 介
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作り方

作り方

①ビニール袋にＡの材料を入れ、よ

く振りながら混ぜ合わせる。

②サラダ油と豆腐を崩し入れ、ムラが

なくなるよう、よくもみ混ぜる。

③ハンバーグを作る要領で生地をいったん

丸く成型し、オーブンシートに並べ指で穴を開け

る。※濡れた手の方がやりやすいです。

　☆穴開け法

　１）人さし指を真ん中に刺して穴を開け、少しずつ穴を広げる。

　２）指を輪にして穴に通し、生地を回しながら徐々に広げる。

④190℃予熱済みオーブンで、20分程度焼く。

⑤冷めてからお好みで、トッピングをする。

　きな粉やパウダーシュガーをまぶすなど！！

こんに
ちは

　「おやつ」と聞いて思い浮かべるのは、どんなものですか？
　大人の求めるおやつと、子どもに必要なおやつとどうやら
ちょっぴり違うようです。
　今回は、子どものおやつについて、考えてみましょう。

米粉おから焼きドーナツ

おやつについて、考えよう！おやつについて、考えよう！

おやつは「補食」

　離乳食を終えて、１日３食しっかり食べるようになるのは１歳から１歳６カ月ぐらいが目安ですが、
未就学児は、まだまだ胃の大きさひとつとっても小さいものです。１回の食事で食べられる量が少な
いので、３度の食事だけでは１日に必要な栄養を得られません。
　そこで、おやつの登場となるのです。
　３度の食事では補いきれない栄養補給―というのが基本ですから、おやつ＝お菓子ではなく、おや
つ＝補食なのです。

どんなおやつがいいの？

　では具体的に、子どもにとって、どんなおやつが良いのでしょう？
　まず考えたいのが、栄養価。例えば現代の食生活で不足しがちな、けれども子どもの成長には欠か
せないカルシウムが豊富なもの。一度に多量摂取しても尿として体外に排出されてしまうことから、
こまめな補給が必要なビタミンなど、栄養バランスを考えてみましょう。
　次に、消化に良いことです。「おやつでおなかがいっぱい、ごはんが食べられない！」なんてことに
なってしまっては、本末転倒。糖分や油分過多のおやつは控えたいですね。
　保育所では、おやつにおにぎりを取り入れたり、いも類やフルーツを使ったおやつなどを取り入れ
ているようです。にんじんやかぼちゃなどは、おやつレシピも豊富にあります。ときには、あえて子
どもの苦手な食材を使ったおやつを出してみるのもおすすめです。おやつにしたら食べられた！とい
うきっかけから、その食材に対する苦手意識を取り除けることもありそうですね。

材料

　　生おから 150ｇ

　　米粉 40ｇ

Ａ　片栗粉 10ｇ

　　きな粉 30ｇ

　　黒砂糖 60ｇ

　　ベーキングパウダー 小さじ2

　絹ごし豆腐 150ｇ

　サラダ油 大さじ1

食物繊維たっぷり！！おからと豆
腐ときな粉を使って、良質な大豆
たんぱくの宝庫のおやつです！！

型がなくても手で成型できます！
焼いているから、油分も低め！　
おからと豆腐が入ってヘルシーで、
しっとりとしたドーナツです♡
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２
月
１
日
（
金
）
に
保
育
所
と

幼
稚
園
に
鬼
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
幼
稚
園
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

お
面
を
作
り
、
年
長
組
が
、
朝
か

ら
豆
を
炒
り
、
豆
も
用
意
で
き

準
備
万
端
！
紙
芝
居
を
通
し

て
、
鬼
が
豆
を
ぶ
つ
け
ら
れ
る

と
力
が
な
く
な
る
こ
と
、
と
げ

と
げ
の
柊
の
葉
が
痛
く
て
嫌
い

な
こ
と
や
、
め
ざ
し
頭
が
臭
く

て
嫌
い
な
こ
と
な
ど
知
り
ま
し

た
。
「
鬼
な
ん
か
怖
く
な
い
！
」

と
元
気
に
言
っ
て
い
た
子
ど
も

た
ち
で
し
た
が
、
鬼
が
登
場
す

る
と
大
騒
ぎ
！
慌
て
て
先
生
の

後
ろ
に
隠
れ
た
り
、
逃
げ
た
り

し
な
が
ら
も
「
鬼
は
外
」
と
懸
命

に
豆
を
ぶ
つ
け
る
子
ど
も
の
姿

も
あ
り
ま
し
た
。
鬼
が
帰
っ
た

あ
と
、
ホ
ー
ル
や
保
育
室
の
入

り
口
に
鬼
が
来
な
い
よ
う
に
、

め
ざ
し
頭
と
柊
の
葉
を
飾
り
、

風
邪
を
ひ
か
な
い
丈
夫
な
体
に

な
る
よ
う
に
と
願
い
な
が
ら
、

み
ん
な
で
年
の
数
よ
り
一
つ
多
く

豆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本

の
伝
統
行
事
の
意
味
を
知
る
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

 

保
育
所
で
は
、
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
、
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
を
豆
代

わ
り
に
し
て
、
お
面
も
準
備
し

ま
し
た
。
ホ
ー
ル
で
「
鬼
は
外
」

の
歌
を
歌
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

赤
鬼
と
緑
鬼
が
登
場
！
そ
の
姿

を
見
る
な
り
泣
き
な
が
ら
逃
げ

る
子
ど
も
た
ち
！
豆
を
ぶ
つ
け

る
ど
こ
ろ
か
先
生
に
し
が
み
つ

い
て
、
泣
く
子
ど
も
も
い
ま
し

た
。
保
育
所
で
も
、
心
の
中
に
あ

る
泣
き
虫
・
わ
が
ま
ま
鬼
を
や

っ
つ
け
て
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
ね
！

と
約
束
し
た
こ
と
で
し
た
。

　

幼
稚
園
・
保
育
所
の

み
ん
な
で
、そ
れ
ぞ
れ

町
内
の
雛
祭
り
会
場

を
回
り
ま
し
た
。濱
田

邸
か
ら
高
田
屋
へ
と

雛
人
形
を
見
せ
て
も

ら
い
、
大
き
な
声
で

「
ひ
な
ま
つ
り
」
の
歌

を
歌
い
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
の
子
ど
も

た
ち
は
、物
語
館
へ
足

を
の
ば
し
、作
品
を
み

ん
な
で
見
に
行
き
ま

し
た
。自
分
の
作
品
に

じ
っ
と
見
入
っ
て
い
る

子
ど
も
の
姿
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、昔
な
が

ら
の
段
飾
り
の
雛
人

形
や
、和
紙
で
作
っ
た

手
作
り
の
人
形
な
ど

多
数
飾
っ
て
あ
り
、そ

れ
を
見
た
子
ど
も
た

ち
は
、目
を
キ
ラ
キ
ラ

さ
せ
て
「
す
ご
〜

い
！
」「
き
れ
い
！
」な

ど
と
驚
い
た
様
子
で

し
た
。

慌
て
て
先
生
の

一
緒
に

カカ
ラ

ボ

ル
を
豆
代

カ

る
と
大
騒
ぎ
！

幼稚園

鬼がやってきたぞ～

今日は楽しい雛祭り！！

保育所
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